
研
究
動
向

ビ
ザ
ン
ツ
「
都
市
O

市
民
」
研
究
の
動
向
と
課
題
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一
「
封
建
制
」
論
と
関
連
さ
せ
て
一

井

上

浩

一

〔
序
〕

　
前
近
代
、
近
代
を
問
わ
ず
人
間
社
会
の
歴
史
に
お
い
て
「
都
市
」
は
重
要

な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
歴
史
学
に
お
い
て
都
帯
の
問
題
は
主
要

な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
最
近
の
西
洋
史
学
界
の
動
向
を
み
て
も
、

た
と
え
ば
増
田
四
郎
氏
の
論
文
、
　
「
申
世
社
会
史
に
お
け
る
『
特
殊
ヨ
ー
ロ

　
　
　
　
　
　
　
①

ッ
パ
的
』
な
る
も
の
」
は
、
一
章
を
都
市
・
市
民
に
さ
き
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
社
会
の
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
総
括
の
背
後
に
我
々
は
長
年
に
わ
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
世
都
市
研
究
の
部
厚
い
蓄
積
を
感
じ
る
。
ま
た
中
世
イ
タ
リ
ア
都
市
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

関
し
て
も
す
ぐ
れ
た
研
究
が
み
ら
れ
、
日
本
中
世
史
に
お
い
て
も
、
従
来
の

領
主
制
・
荘
園
制
研
究
中
心
か
ら
都
市
へ
も
関
心
が
向
け
ら
れ
る
傾
向
が
感

　
　
　
③

じ
と
れ
る
。
歴
史
理
論
研
究
の
面
に
お
い
て
も
、
都
市
と
農
村
の
関
係
鰭
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

業
論
と
い
う
形
で
都
市
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
他
方
ビ
ザ
ソ
ツ
史
研
究
に
お
い
て
專
情
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
の
ビ

ザ
ソ
ツ
史
学
界
は
「
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
」
の
問
題
を
最
大
の
課
題
と
し
て
き

た
。
　
ユ
ー
ゴ
の
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
…
○
・
○
ω
貯
。
α
q
o
話
尊
ら
に
よ
っ
て

「
封
建
制
」
研
究
は
進
め
ら
れ
、
と
り
わ
け
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

初
頭
に
は
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
」
論
争
が
国
際
的
に
農
開
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
の
後
「
封
建
制
」
研
究
は
長
い
沈
滞
期
に
入
っ
た
。
海
外
の
研
究
動
向
を

反
映
し
て
、
我
国
で
も
、
　
「
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
」
に
関
す
る
研
究
は
六
〇
年

代
半
ば
ま
で
渡
辺
金
気
氏
、
米
田
治
泰
氏
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
が
、
穴
八

年
頃
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
「
封
建
制
」
論
は

ビ
ザ
ソ
ツ
社
会
の
歴
史
を
、
人
類
社
会
の
発
展
の
一
部
と
し
て
の
普
遍
性
と
、
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ビ
ザ
ソ
ツ
社
会
自
身
の
歴
史
的
特
殊
性
と
の
接
点
に
お
い
て
把
え
よ
う
と
す

る
視
角
を
内
在
さ
せ
て
お
り
、
ビ
ザ
ソ
ツ
社
会
の
発
展
、
特
質
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
提
起
し
た
聞
題
に
今
一
度
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
一
九
六
〇
年
前
後
に
展
開
さ
れ
た
「
封
建
制
」

論
争
の
天
折
の
原
因
を
考
え
、
そ
の
克
服
の
道
を
探
究
す
る
こ
と
は
現
在
筆

者
の
主
要
な
問
題
関
心
で
あ
る
。

　
ゆ
き
づ
ま
っ
て
い
る
「
封
建
制
」
論
の
新
た
な
展
開
の
た
め
に
は
、
一
方

で
新
史
料
の
発
見
・
公
刊
、
実
証
研
究
の
発
展
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
他
方

で
は
従
来
の
研
究
の
方
法
的
欠
陥
を
明
ら
か
に
し
、
新
た
な
視
角
か
ら
問
題

を
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
意

義
を
も
ち
、
歴
史
学
の
各
分
野
に
お
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
都

市
・
市
民
」
の
聞
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
東
地
中
海
世
界
は
ギ
リ
シ

ア
・
ポ
リ
ス
の
恩
讐
か
ら
都
市
的
な
世
界
で
あ
り
、
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
時
代

に
入
っ
て
も
西
欧
と
は
対
照
的
に
都
市
の
全
薗
的
な
衰
退
は
な
か
っ
た
。
か

え
っ
て
封
建
制
確
立
期
、
一
一
－
二
世
紀
に
は
多
く
の
都
市
の
成
立
、
発
展

が
み
ら
れ
る
程
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
に
お
け
る
「
都
市
・
市

民
」
の
歴
史
的
役
割
の
視
角
が
、
　
門
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
」
の
成
立
、
発
展
、

そ
の
特
殊
性
の
解
明
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス

キ
ー
を
中
心
と
す
る
従
来
の
「
封
建
制
」
論
は
こ
の
問
題
を
視
野
に
と
ら
え

て
い
な
か
っ
た
。
都
布
研
究
は
ビ
ザ
ン
ツ
史
研
究
に
お
い
て
も
も
っ
と
も
遅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
た
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
遅
れ
は
「
ま
さ
に
悲
劇
的
」
と
蓑
現
さ
れ

る
程
で
あ
る
。
だ
が
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
扁
論
の
新
た
な
構
築
の
た
め
に
も
、

他
の
歴
史
的
世
界
の
中
没
愛
器
研
究
に
学
び
つ
つ
、
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
研
究
の

「
悲
劇
」
を
克
服
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
準
備
作

業
と
し
て
、
戦
後
の
「
都
市
・
市
民
」
研
究
を
、
筆
者
の
問
題
関
心
に
沿
っ

て
、
封
建
制
の
確
立
期
一
一
世
紀
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
遅
れ
て
い
る
都
市
研
究
の
中
で
も
、
一
一
世
紀
を
対
象
と
し

た
研
究
は
特
に
少
な
く
、
「
封
建
制
」
論
争
の
刺
激
を
受
け
た
六
〇
年
代
前

半
に
一
時
活
発
に
な
っ
た
だ
け
で
、
六
六
年
の
第
＝
二
回
国
際
ビ
ザ
ソ
ツ
学

会
を
最
後
と
し
て
、
　
「
封
建
舗
」
論
争
の
消
減
と
と
も
に
今
日
に
至
る
ま
で

そ
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
第
一
章
に
お

い
て
戦
後
か
ら
六
〇
年
に
至
る
ま
で
の
都
帯
研
究
と
「
封
建
制
」
論
の
関
係

を
た
ど
り
、
つ
づ
く
第
二
章
で
は
六
一
年
の
第
一
二
回
国
際
ビ
ザ
ソ
ツ
学
会

か
ら
六
二
年
の
第
＝
二
回
の
学
会
に
謬
る
問
の
、
一
一
世
紀
都
市
研
究
の
成

果
に
つ
い
て
、
市
民
階
級
の
果
し
た
役
割
、
と
り
わ
け
そ
の
政
治
的
活
動
、

市
民
闘
争
の
歴
史
的
意
義
の
と
ら
え
方
を
中
心
に
考
察
し
た
い
。
最
後
に
第

三
章
で
は
六
〇
年
代
後
半
か
ら
の
研
究
動
向
の
変
化
を
み
た
後
、
本
稿
の
ま

と
め
と
し
て
、
六
〇
年
代
前
半
に
達
成
さ
れ
た
成
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
継

ぎ
、
批
判
・
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
べ
き
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　
①
　
増
田
四
郎
、
『
西
洋
中
世
社
会
史
研
究
馳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
三
五
三
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！
三
八
八
頁
。

②
　
清
水
広
一
郎
、
『
イ
タ
リ
ア
中
盤
都
市
国
家
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
七
五

　
年
。

③
　
『
宮
本
史
研
究
』
、
　
～
三
九
・
一
四
〇
号
（
～
九
七
三
年
度
日
本
史
研
究
会
大

　
会
特
集
号
）
。

④
　
望
月
清
司
、
　
『
マ
ル
ク
ス
歴
史
理
論
の
研
究
』
、
岩
波
轡
店
、
　
一
九
七
三
年
、

　
と
く
に
第
七
章
。

⑤
　
渡
辺
金
｝
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
の
諸
問
題
i
論
争
の
展
望
」
、
『
ビ
ザ
ソ
ツ
社

　
会
経
済
史
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
三
一
五
〇
頁
。
米
田
治
泰
「
ビ

　
ザ
ソ
ツ
封
建
制
研
究
の
動
向
」
、
『
西
洋
史
学
』
、
六
六
号
（
一
九
六
五
年
）
、
四
四

　
一
五
五
頁
。

⑥
米
田
治
泰
「
ビ
ザ
ン
ツ
都
市
の
社
会
構
造
ー
イ
ス
ラ
ム
都
市
か
ら
の
ア
ナ
ロ

　
ジ
…
1
」
、
『
大
阪
市
立
大
学
人
文
研
究
』
、
一
一
ニ
ー
四
（
一
九
七
一
年
）
、
四
六

　
頁
。

　
　
〔
第
＝
軍
〕

　
序
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
後
の
ビ
ザ
ン
ツ
史
学
界
は
「
ビ
ザ
ン
ツ

封
建
制
」
の
問
題
を
最
大
の
課
題
と
し
て
い
た
。
　
「
封
建
制
」
論
の
礎
石
を

お
い
た
の
は
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
…
で
、
ビ
ザ
ソ
ツ
史
の
時
期
区
分
を
扱
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
た
一
九
四
一
年
の
論
文
は
、
戦
後
の
「
ビ
ザ
ソ
ツ
謝
建
玉
」
研
究
の
出
発

点
と
な
っ
た
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
彼
は
一
一
世
紀
以
降
を
封
建
制
の
重
代

と
し
、
そ
の
時
代
の
特
徴
を
、
大
土
地
所
有
の
成
長
と
自
由
農
民
の
隷
属
化
、

か
か
る
大
所
領
の
不
輸
不
入
特
権
の
獲
得
、
西
欧
の
レ
ー
エ
ソ
制
に
あ
た
る

プ
ロ
ノ
イ
ア
制
の
成
立
に
認
め
た
。
一
一
世
紀
以
降
、
ビ
ザ
ン
ツ
特
有
の
集

権
的
国
家
体
制
は
解
体
し
て
ゆ
き
、
墓
本
的
に
は
西
欧
の
封
建
社
会
と
同
じ

性
格
の
社
会
、
「
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
」
が
成
立
し
た
と
彼
は
説
く
。
西
欧
の
封

建
社
会
に
み
ら
れ
る
諸
要
素
が
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
確
か

め
よ
う
と
す
る
彼
の
方
法
論
は
、
西
欧
封
建
社
会
に
お
け
る
異
質
の
存
在
と

考
え
ら
れ
て
い
た
「
都
市
・
布
民
」
を
一
応
視
野
の
外
に
お
い
て
い
た
。
大

戦
後
の
「
封
建
制
」
論
が
、
ビ
ザ
ソ
ツ
社
会
の
発
展
の
上
で
、
「
都
市
・
市
民
」

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
対
象
の
外
に
お
い
て
い

た
中
で
、
唯
一
都
市
を
と
り
あ
げ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
イ
エ
野
切
冠
騨

　
　
　
　
　
②

ぼ
興
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
の
見
解
は
む
し
ろ
都
市
研
究
の
遅
れ
を
正
当
化

す
る
こ
と
に
も
な
る
。
彼
は
四
九
年
に
『
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
諸
制
度
』
を
発

表
し
、
そ
の
中
で
末
期
に
お
け
る
都
市
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
テ

マ
制
度
の
成
立
以
降
の
時
代
（
中
期
、
七
－
一
〇
世
紀
）
に
は
古
代
以
来
の

都
民
の
自
治
は
消
滅
過
程
を
た
ど
っ
た
。
と
こ
ろ
が
末
期
に
入
る
と
都
市
は

自
治
権
を
中
心
と
す
る
諸
特
権
を
皇
帝
か
ら
得
て
自
立
す
る
傾
向
を
見
せ
た
。

こ
の
現
象
は
表
面
的
に
は
西
欧
の
中
世
都
市
に
み
ら
れ
る
運
動
と
似
て
い
る
。

し
か
し
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
の
場
合
、
自
立
の
主
体
と
な
っ
た
も
の
は
商
工
業
市

民
の
団
体
で
は
な
く
、
土
地
貴
族
で
あ
り
、
後
者
は
都
市
を
も
支
配
下
に
お

い
た
の
で
あ
る
。
末
期
に
お
け
る
都
市
の
自
治
獲
得
の
動
き
は
、
中
央
集
権

的
国
家
体
湖
か
ら
土
地
貴
族
が
膚
醸
し
、
都
市
を
拠
点
と
し
て
独
立
国
家
を

形
成
す
る
動
き
に
他
な
ら
な
い
。
首
都
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
も

124　（622）
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事
情
は
同
様
で
、
初
期
に
み
ら
れ
た
民
衆
の
政
治
的
党
派
、
デ
ー
モ
イ
は
、

中
期
に
は
形
骸
化
し
、
自
治
機
関
と
し
て
の
機
能
は
完
全
に
失
な
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ブ
レ
イ
エ
の
主
張
は
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
…
ら
の
「
封
建

制
」
論
の
方
法
的
特
徴
と
も
相
ま
っ
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
の
究
明
に
と
っ
て

何
よ
り
も
土
地
貴
族
一
封
建
貴
族
と
そ
の
支
配
下
の
隷
属
鞘
寄
の
分
析
こ
そ

が
第
一
の
課
題
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
支
え
た
。
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー

自
身
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
（
競
領
の
土
地
台
帳
）
の
分
析
、
プ
ロ
ノ
イ
ア
の
包

括
的
研
究
、
さ
ら
に
封
建
所
領
の
イ
ム
ニ
テ
ー
ト
の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

期
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
に
「
封
建
制
」
の
存
在
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
。
ソ
連
の

研
究
者
た
ち
も
ほ
ぼ
同
じ
視
角
か
ら
農
民
の
土
地
所
有
・
保
有
の
形
態
、
隷

属
の
形
態
、
あ
る
い
は
イ
ム
ニ
テ
ー
ト
の
問
題
の
解
明
に
と
り
組
み
、
封
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

制
の
成
立
期
を
確
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
展
村
・
農
民
の
聞
題
が
研
究
の

中
心
で
あ
っ
た
の
は
西
欧
・
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
で
、
こ
の
時
期
に
発
表

さ
れ
た
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
経
済
構
造
論
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
カ
ラ
ニ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

℃
噸
O
げ
ρ
峯
巳
ω
の
論
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
も
ま
た
一
〇
八
一

年
の
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
成
立
以
降
は
大
領
主
が
決
定
的
な
力
を
も
つ
社
会
で
あ

っ
た
と
し
、
土
地
所
有
の
形
態
、
農
民
の
存
在
形
態
の
分
析
に
主
眼
を
お
い

て
い
る
。
　
「
都
市
・
市
民
」
に
関
し
て
は
一
一
世
紀
か
ら
そ
の
活
動
が
み
ら

れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
、
わ
ず
か
な
ス
ペ
…
ス
し
か
さ
か
れ
て
お
ら

ず
、
す
べ
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
の
前
半
ま
で
は
ビ
ザ
ソ
ツ
社
会
の
分
析
は

ま
ず
農
村
・
農
民
を
対
象
と
し
、
都
市
・
市
民
に
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
は
払
わ

れ
な
か
っ
た
。
社
会
構
造
の
特
徴
、
そ
の
発
展
の
解
明
に
と
り
組
も
う
と
し

た
研
究
者
の
多
く
は
、
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
的
方
法
論
と
ブ
レ
イ
エ
の
定

式
か
ら
、
都
市
研
究
よ
り
も
領
主
、
農
民
の
問
題
を
第
一
の
課
題
と
し
て
い

た
。
　
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
」
論
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
の
停
滞
性
、
ロ
ー
マ
帝

国
の
伝
統
の
存
続
を
説
く
伝
統
的
な
ビ
ザ
ソ
ツ
史
観
に
対
し
て
、
そ
の
社
会

の
発
展
を
説
く
積
極
的
な
意
味
を
も
ち
つ
つ
も
、
こ
の
段
階
で
は
農
村
の
社

会
構
造
の
分
析
か
ら
西
欧
の
封
建
社
会
と
の
類
似
性
を
確
認
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
都
帯
・
市
民
も
含
め
て
真
の
意
味
で
の
「
ビ
ザ

ヘ
　
　
　
ヘ
ン
ツ
封
建
制
」
論
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
研
究
と
は
別
に
、
ロ
ペ
ス
幻
．
ψ
冒
○
鷲
N
や
ラ
ソ
シ
マ

　
　
　
　
　
　
⑥

ン
ω
．
賠
償
昌
9
日
ρ
謬
の
実
証
的
な
都
市
経
済
分
析
が
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
た

こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
彼
ら
は
商
工
業
老
の
形
成
し
た
団
体
u
ギ
ル

ド
の
分
析
で
小
さ
な
誤
り
を
お
か
し
て
お
り
、
そ
れ
も
一
因
と
な
っ
て
こ
の

ギ
ル
ド
の
、
商
工
業
市
昆
の
も
つ
意
義
を
充
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
（
そ

の
誤
り
は
六
〇
年
代
初
の
都
市
研
究
の
高
揚
の
中
で
修
正
さ
れ
る
1
後

述
）
。
が
、
と
も
か
く
彼
ら
の
研
究
は
今
日
に
至
る
ま
で
価
値
を
失
な
っ
て

は
い
な
い
。

　
ビ
ザ
ソ
ツ
社
会
の
究
明
の
～
環
と
し
て
都
帯
・
市
民
研
究
が
重
要
視
さ
れ
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始
め
た
の
は
五
〇
年
代
半
ば
頃
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
ま
ず
と
り
組
ん
だ
の

は
ソ
運
の
研
究
老
た
ち
で
あ
っ
た
。
ソ
連
で
は
五
〇
年
代
半
頃
か
ら
「
ビ
ザ

ソ
ツ
封
建
制
」
の
特
殊
性
が
問
題
と
さ
れ
始
め
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
｝
つ
の
視
角
と
し
て
都
市
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
影
響
下
に
ル
ー
マ
ニ
ア
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
国
．
閤
冨
8
0
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
五
五
年
に
末
期
の
都
市
と
封
建
制
を
扱
っ
た
論
文
を
発
表
し
、
都
帯
・
市

民
を
ビ
ザ
ン
ツ
史
の
中
に
く
み
込
も
う
と
し
た
。

　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
の
論
文
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
論
点
を
含
ん
で
い
る
。

第
一
に
、
彼
は
ラ
テ
ン
人
に
よ
る
征
服
後
の
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
の
動
向
を
記
述

史
料
に
基
き
つ
つ
分
売
し
、
一
三
世
紀
に
お
い
て
都
市
を
支
配
し
て
い
た
の

は
封
建
領
主
層
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
都
市
は
ラ
テ

ン
人
屈
服
者
や
ニ
カ
イ
ア
の
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
か
ら
自
治
の
特
権
を
獲
得
し
て

い
る
が
、
そ
の
主
体
は
封
建
領
主
層
で
あ
り
、
都
市
の
自
治
の
発
展
は
反
封

建
制
と
い
う
形
を
と
ら
ず
、
地
方
の
領
主
層
の
主
導
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
第
一
点
に
お
い
て
は
彼
は
基
本
的
に
ブ
レ
イ
エ
の
考
え
方
を
受
け
継
ぎ
、

一
層
詳
し
く
実
証
的
に
あ
と
づ
け
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
の
第
二
の
論
点
は
、
ブ
レ
イ
エ
に
は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
チ
ャ
ラ
ニ
ス

が
軽
く
ふ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
こ
ろ
の
、
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
を
動
か
す
要
因

と
し
て
都
市
・
市
民
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス

は
一
三
世
紀
末
－
一
四
世
紀
に
都
市
に
与
え
ら
れ
た
特
権
文
書
を
順
次
検
討

し
、
そ
こ
に
都
市
の
支
配
者
1
1
封
建
領
主
と
対
抗
し
つ
つ
、
し
だ
い
に
特
権

獲
得
の
主
体
と
し
て
明
確
に
姿
を
現
わ
し
て
く
る
都
市
市
民
の
成
長
を
読
み

と
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
交
換
経
済
の
発
展
し
た
都
市
に
お
い
て
一
層
顕

著
で
あ
り
、
受
診
第
一
の
都
市
テ
サ
ロ
ニ
カ
で
一
四
世
紀
半
頃
に
起
っ
た
民

衆
蜂
趨
、
N
簿
。
器
p
運
動
を
市
民
の
反
樹
建
闘
争
の
頂
点
と
考
え
て
、
次
の
よ

う
な
結
論
に
達
し
た
。
一
四
世
紀
に
至
っ
て
都
市
市
民
は
封
建
領
主
や
イ
タ

リ
ア
商
人
に
対
抗
し
つ
つ
、
帝
国
の
政
策
を
修
正
さ
せ
る
程
の
力
を
も
っ
た
。

　
ソ
連
の
研
究
者
の
中
で
も
特
に
シ
ュ
ジ
ュ
モ
フ
三
・
詮
■
∩
δ
ω
δ
憲
。
し
コ
は
都

市
の
重
要
性
を
高
く
評
価
し
、
五
七
年
に
は
、
一
二
世
紀
末
の
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
商
工
業
市
民
の
反
ラ
テ
ン
闘
争
が
敗
北
の
中
に
も
一
定
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

果
を
得
た
こ
と
を
指
摘
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。

　
都
市
・
市
民
研
究
へ
の
関
心
は
よ
う
や
く
高
ま
り
、
五
八
年
忌
ミ
ェ
ン
ヘ

ン
で
開
か
れ
た
第
一
一
回
国
際
ビ
ザ
ソ
ツ
学
会
で
は
、
西
独
の
キ
ル
ス
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

国
’
囚
貯
ω
け
窪
が
「
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
」
と
題
し
た
報
告
を
行
な
い
、
舎
わ
せ

て
副
報
告
、
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
キ
ル
ス
テ
ン
の
報
告
は
初
期
か
ら
末
期

ま
で
の
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
を
概
観
し
、
そ
の
問
題
点
を
網
羅
的
に
列
挙
し
た
も

の
で
、
都
市
研
究
の
礎
石
と
も
な
っ
た
。
地
理
学
者
で
あ
る
彼
の
報
告
は
独

特
な
分
析
視
角
に
基
い
て
お
り
、
我
々
に
は
難
解
な
点
も
少
な
く
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
内
容
全
般
に
つ
い
て
は
渡
辺
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
本
稿
の
文
脈
に
沿
っ
て
キ
ル
ス
テ
ソ
の
次
の
よ
う
な
指
摘
に
の
み
注
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ビザソヅr都市・市民」研究の動向と課題（井上）

写
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
末
期
の
都
市
の
内
部
構
造
に
関
す
る
上
述
の
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
の
主
張
に
対
し
て
批
判
を
加
え
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
都
市
は
封
建
頷
主

の
支
配
下
に
お
か
れ
、
都
市
の
自
立
化
も
彼
ら
に
主
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
一
四
憶
紀
に
は
交
換
経
済
の
発
展
を
背
景
に
都
市
市
民
層
が
拾
頭
し
、

封
建
領
主
の
書
論
支
配
を
動
揺
さ
せ
る
と
い
う
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
説
に
対
し

て
、
キ
ル
ス
テ
ソ
は
都
市
の
自
立
の
主
体
は
全
体
と
し
て
の
都
市
住
民
で
あ

る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
彼
は
宋
期
に
お
い
て
も
都
市
内
部
に
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ

ァ
の
原
理
が
存
在
し
た
と
考
え
て
い
る
。
キ
ル
ス
テ
ソ
は
主
張
す
る
。
な
る

ほ
ど
都
市
住
民
の
間
に
は
コ
。
び
幕
。
・
げ
ρ
げ
旦
暮
。
器
。
。
1
1
轡
曾
e
目
ミ
多
き
へ
と

呼
ば
れ
る
貴
族
的
存
在
が
あ
っ
た
、
だ
が
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
の
よ
う
に
彼
ら
を

都
市
の
支
配
者
皿
封
建
貴
族
と
考
え
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
か
つ
彼
ら
は

未
だ
特
権
的
都
市
貴
族
層
を
形
づ
く
っ
て
は
お
ら
ず
、
市
民
の
中
の
有
力
者

に
す
ぎ
な
い
。
皇
帝
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
役
人
、
あ
る
い
は
そ
の
地
位
を

纂
奪
し
た
地
方
領
主
が
、
都
市
外
部
の
勢
力
と
し
て
、
貴
族
的
存
在
を
も
含

む
都
市
住
民
全
体
に
対
し
て
支
配
権
を
行
使
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
都
市
の

支
配
者
は
こ
の
よ
う
な
都
市
外
部
の
勢
力
で
あ
り
、
十
字
軍
の
到
来
に
際
し

て
都
市
が
友
好
的
な
態
度
を
示
し
た
の
も
、
従
来
の
支
配
者
に
代
わ
る
新
し

い
支
配
者
と
有
利
な
協
定
を
結
べ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
が
＝
二
世
紀
に
ラ
テ
ン
人
征
服
者
と
協
定
を
結
び
、
都
市
の
自
立

を
め
ざ
し
た
の
は
、
都
市
を
も
支
配
下
に
お
い
た
地
方
的
封
建
貴
族
で
あ
る

こ
と
、
一
四
世
紀
に
入
る
と
都
市
が
皇
帝
か
ら
諸
特
権
を
得
る
際
に
、
新
た

に
商
工
業
市
民
層
が
そ
の
主
体
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
と
考
え
る
の
に
対
し

て
、
キ
ル
ス
テ
ソ
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
貴
族
的
存
在
を
含
む
都
布
住
民
全

体
が
特
権
獲
得
の
主
体
で
あ
っ
て
、
地
方
領
主
は
皇
帝
の
役
人
や
ラ
テ
ン
人

征
服
者
と
同
じ
く
外
部
か
ら
都
市
住
民
に
対
峙
す
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
キ
ル
ス
テ
ソ
が
、
特
権
文
書
に
は
商
人
も
手
工
業
者
も
彼
ら

の
自
治
の
機
関
も
現
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ビ
ザ
ソ
ツ
人
自
身
の
商
業
活
動

の
少
な
さ
を
説
き
、
こ
こ
に
い
う
都
市
は
決
し
て
西
欧
的
な
意
味
で
の
都
市

で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
特
権
獲
得
も
決
し
て
都
市
の
社
会
的
発
展
や
経
済
的

重
要
性
増
大
の
結
果
で
は
な
く
、
主
と
し
て
帝
国
の
軍
事
的
理
由
か
ら
生
じ

た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
都
市
内
部
の
階
層
分
化
の
未
熟
性
の
指
摘
、
封
建
領
主
の
支
配
の
中
心
地

と
し
て
の
都
市
と
い
う
テ
ー
ゼ
の
否
定
と
要
約
で
き
る
キ
ル
ス
テ
ン
の
見
解

は
、
都
市
研
究
の
側
か
ら
「
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
」
の
存
在
を
否
定
す
る
も
の

で
あ
り
、
当
時
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
」
論
争
と
密
接
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

結
び
つ
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
五
八
i
九
年
に
ル
メ
ル
ル
窪
い
①
日
興
ざ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

五
九
年
に
ス
ヴ
ォ
ロ
ノ
ス
客
ω
〈
o
目
9
6
。
。
が
そ
れ
ぞ
れ
農
村
の
社
会
構
造

を
扱
っ
た
論
文
、
新
史
料
を
発
表
し
、
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
ら
の
「
ビ
ザ

ソ
ツ
封
建
制
」
論
へ
鋭
い
批
判
を
加
え
た
。
ル
メ
ル
ル
ら
は
帝
国
の
樹
応
化

を
認
め
ず
、
末
期
に
も
領
主
皿
農
民
関
係
の
全
面
的
成
立
は
な
く
、
な
お
中
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期
に
み
ら
れ
た
均
質
な
自
由
農
民
が
存
続
し
た
と
主
張
し
て
い
た
。
ル
メ
ル

ル
ら
の
研
究
と
キ
ル
ス
テ
ソ
の
見
解
と
は
農
村
と
都
市
と
対
象
を
異
に
し
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
学
説
の
基
本
的
性
格
に
お
い
て
「
反
封
建
制
」
論
と
い

・
う
共
通
性
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
と
農
村
を
含
め
た
社
会

構
造
を
ト
ー
タ
ル
に
描
き
だ
す
に
は
程
遠
い
研
究
水
準
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
よ
う
や
く
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
都
市
研
究
に
は
「
封
建
制
」
の
成
立

と
都
市
の
関
係
を
問
う
と
い
う
視
角
は
な
く
、
「
封
建
制
」
論
争
の
焦
点
で

あ
っ
た
「
封
建
制
」
確
立
期
1
1
＝
世
紀
を
対
象
と
す
る
研
究
は
皆
無
で
あ

っ
た
。

　
五
〇
年
代
後
半
の
都
帯
研
究
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
初
期
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市

に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
西
独
の
指
導
的
ビ
ザ
ソ
チ
ニ
ス
ト
、
デ
ル
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

男
U
α
一
σ
q
霧
が
初
期
の
都
市
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
た
の
に
続
い
て
、

「
封
建
制
」
論
の
主
導
者
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
自
身
も
、
初
期
の
都
市
に

つ
い
て
考
察
し
、
ビ
ザ
ソ
ツ
世
界
の
発
展
に
と
つ
．
て
都
市
の
も
つ
重
要
性
を

　
　
　
⑭

指
摘
し
た
。
こ
れ
ま
で
都
市
の
問
題
に
充
分
考
慮
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
彼

も
、
都
市
の
問
題
を
そ
の
「
封
建
制
」
論
に
く
み
込
む
必
要
性
を
感
じ
つ
つ

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
直
接
ビ
ザ
ン
ツ
都
市
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
都
市
研
究
の
発

展
を
刺
激
し
た
も
の
と
し
て
、
西
欧
・
ビ
ザ
ン
ツ
・
イ
ス
ラ
ム
三
世
界
の
中

世
都
市
の
比
較
を
行
な
っ
た
、
ロ
ム
バ
ー
ル
ソ
臼
．
い
。
日
げ
震
島
や
カ
ー
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
⑮

ρ
○
筈
窪
の
論
文
も
こ
の
五
〇
年
代
後
半
の
霊
要
な
業
績
で
あ
る
。
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①
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H
H
l
×
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一
九
六
〇
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著
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総
目
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あ
り
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そ
の
他
渡
辺
前
掲
論
文
、

　
　
米
田
「
動
向
」
参
照
の
こ
と
。

　
④
　
ソ
連
の
学
界
の
研
究
動
向
を
知
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た
め
に
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文
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よ
い
。
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岸
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⑦
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。
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℃
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ビザソツ「都市・市民」研究の動向と課題（井上）
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℃
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＜
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．
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掲
書
一
〇
一
…
　
三
五
頁
。
ま

　
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
と
キ
ル
ス
テ
ソ
の
論
点
を
整
理
し
た
「
後
期
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
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市
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い
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㊤
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ω
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㎝
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〔
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章
〕

α
O
ω

　
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
の
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
」
論
争
を
背
景
に
、
六
一

年
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
第
＝
一
回
国
際
ビ
ザ
ソ
ツ
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大

会
の
主
報
告
と
な
っ
た
、
ソ
連
の
四
名
の
研
究
者
の
共
同
報
告
「
ビ
ザ
ソ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

帝
国
の
都
市
と
農
村
一
四
i
一
二
世
紀
1
」
は
、
五
〇
年
代
後
半
か
ら

ビ
ザ
ン
ツ
社
会
発
展
の
解
明
の
一
環
と
し
て
、
都
市
と
農
村
の
絹
互
関
係
を

重
視
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
彼
ら
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
封
建
制
」
論
争
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
＝
1
二
世
紀
に
関
し
て
は
、
ソ

逮
の
代
表
的
ビ
ザ
ソ
ツ
史
家
カ
ジ
ュ
ダ
ソ
〉
．
戸
ズ
壁
浅
窪
が
報
告
者
と

な
っ
た
。
彼
も
ブ
レ
イ
エ
ら
と
同
じ
く
、
一
一
－
二
世
紀
に
み
ら
れ
る
都
市

の
発
展
、
自
治
の
強
化
を
属
州
の
封
建
貴
族
の
支
配
の
確
立
と
と
ら
え
、
属

州
の
都
市
は
帝
国
の
分
解
を
す
す
め
る
封
建
貴
族
の
拠
点
と
な
っ
て
ゆ
く
こ

と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
同
時
に
カ
ジ
ュ
ダ
ン
は
そ
の
過
程
が
商
工
業
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
の
不
断
の
闘
争
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

商
工
業
市
民
は
都
市
を
西
欧
的
な
商
工
業
者
の
自
由
な
共
和
国
に
し
ょ
う
と

し
た
が
で
き
ず
、
封
建
領
主
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
論

と
し
て
カ
ジ
ュ
ダ
ン
は
、
こ
の
都
市
内
部
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
帰
結
、
商

工
業
市
民
層
の
敗
北
が
ビ
ザ
ン
ツ
の
経
済
的
崩
壊
の
基
本
的
な
要
因
で
あ
っ
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た
と
述
べ
る
。
共
同
報
告
で
は
封
建
領
主
の
都
市
支
配
に
対
す
る
商
工
業
市

民
の
闘
争
が
一
一
－
二
世
紀
に
お
こ
な
わ
れ
、
帝
国
の
発
展
の
コ
ー
ス
を
規

定
す
る
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
闘
争
が
そ
の

階
代
の
基
本
的
な
階
級
対
立
で
あ
る
領
主
n
農
民
関
係
と
ど
う
関
連
し
て
い

る
の
か
は
充
分
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
封
建
制
」
論
に
具
体

的
に
ど
う
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
か
と
い
う
展
望
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。
こ
の
点
は
次
に
述
べ
る
ル
メ
ル
ル
の
批
判
を
招
く
一
因
と
も
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
共
同
報
告
に
対
し
て
ル
メ
ル
ル
は
、
報
告
が
「
都
市
と
農
村
」
と
い
う
テ

…
マ
で
あ
り
な
が
ら
、
両
者
の
関
連
が
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
不
満

と
し
、
か
つ
個
別
的
に
み
て
も
、
都
市
に
関
し
て
は
前
回
の
キ
ル
ス
テ
ソ
報

告
を
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、
農
村
に
関
し
て
は
彼
ら
反
「
封
建
制
」
論

者
の
拠
り
所
の
一
つ
で
あ
る
新
史
料
「
テ
ー
ベ
の
土
地
台
帳
」
が
用
い
ら
れ

て
い
な
い
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
ル
メ
ル
ル
は
都
市
と
農
村
の
関
係
を
歴
史

社
会
学
的
方
法
に
基
い
て
考
察
す
べ
き
だ
と
提
唱
し
て
い
る
。
歴
史
社
会
学

的
方
法
の
有
効
性
の
闇
題
は
さ
て
お
き
、
ル
メ
ル
ル
の
批
判
は
都
市
研
究
の

遅
れ
の
指
摘
と
い
え
る
。
共
同
報
告
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の

カ
ラ
ニ
ス
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ア
ン
ゲ
ロ
フ
U
幽
》
⇔
σ
q
鉱
。
＜
に
よ
っ
て
も
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

メ
ソ
ト
が
加
え
ら
れ
、
活
発
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
結
局
討
論
は

す
れ
違
い
に
終
わ
り
、
　
「
封
建
制
」
論
争
も
ま
も
な
く
消
滅
し
て
し
ま
う
。

他
方
ル
メ
ル
ル
の
批
判
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の
遅
れ
が
明
確
と
な
っ
た
都
市

研
究
、
と
り
わ
け
「
封
建
制
」
論
争
の
焦
点
で
あ
っ
た
一

市
の
研
究
は
六
〇
年
代
前
半
に
は
非
常
に
活
発
と
な
る
。

一
－
二
世
紀
の
都

　
六
二
年
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
テ
ィ
フ
チ
ェ
フ
℃
．
日
ぞ
α
①
＜
が
コ
一
－
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

世
紀
の
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
主
と
し
て
記
述
史
料
に
基

き
っ
っ
、
こ
の
時
代
の
都
市
を
種
々
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
。
都
市
の
社
会

構
造
に
つ
い
て
は
彼
も
基
本
的
に
は
カ
ジ
ェ
ダ
ソ
ら
と
同
じ
く
、
ビ
ザ
ン
ツ

都
市
の
特
徴
と
し
て
封
建
貴
族
の
支
配
を
指
摘
す
る
。
同
隣
に
テ
ィ
フ
チ
ェ

フ
は
次
の
点
に
も
注
意
を
向
け
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
都
市
商
工
業
市
民
は

み
ず
か
ら
の
団
体
を
結
成
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
権
利
と
利
益
を
守
る
た
め
に

封
建
国
家
、
封
建
貴
族
に
対
し
て
闘
っ
た
こ
と
。
し
か
し
封
建
制
の
確
立
と

い
う
当
時
の
状
況
下
で
は
彼
ら
の
關
争
は
し
ば
し
ば
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
の
政
府
に
対
す
る
大
封
建
領
主
の
闘
い
の
中
に
混
っ
て
い
た
こ
と
。
市

民
の
闘
争
を
単
に
反
封
違
的
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
政
治
的
な
主
体
と

し
て
な
お
未
成
熟
な
彼
ら
は
、
当
時
の
支
配
階
級
臓
封
建
貴
族
間
の
権
力
闘

争
を
媒
介
と
し
て
、
そ
の
階
級
闘
争
を
行
な
い
え
た
と
い
う
の
が
テ
ィ
フ
チ

ェ
フ
の
考
え
方
と
思
わ
れ
る
。

　
「
封
建
制
」
論
と
の
関
連
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
の
発
展
に
お
い
て
、
都

市
・
市
民
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
と

り
わ
け
一
一
一
二
世
紀
に
お
け
る
商
工
業
市
民
と
封
建
領
主
層
と
の
関
係
、
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ビザソツ「都市・市民」研究の動向と課題（井上）

帝
国
の
政
治
に
対
す
る
市
民
層
の
関
与
に
研
究
者
た
ち
は
関
心
を
向
け
た
。

以
下
こ
の
時
期
の
若
干
の
研
究
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
が
、
そ
の
際
に
次
の

点
に
注
意
し
た
い
。
一
一
i
二
世
紀
を
扱
う
な
ら
ば
、
史
料
的
に
も
対
象
は

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
限
ら
れ
て
く
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ

ル
は
あ
る
意
味
で
は
帝
国
の
特
殊
な
都
市
で
あ
る
。
ビ
ザ
ソ
ツ
都
市
研
究
は

平
均
的
な
地
方
都
市
を
対
象
と
す
る
に
は
史
料
の
欄
約
が
大
き
く
、
首
都
で

あ
り
、
例
外
的
と
も
い
え
る
大
都
市
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
対
象
と

し
て
都
市
研
究
が
成
立
し
て
い
る
段
階
に
あ
っ
た
。
個
々
の
研
究
者
が
こ
の

よ
う
な
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
特
殊
性
を
ど
う
考
慮
に
入
れ
て
い
る

か
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

　
帝
国
の
他
の
都
市
に
は
商
エ
業
市
民
の
組
織
1
ー
ギ
ル
ド
の
存
在
は
ほ
と
ん

ど
確
認
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
つ
い
て
は
以

前
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
六
〇
年
代
初
に
は
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ソ
ト
ル
b
ゴ
．
寓
窪
色
の
論
文
の
発
表
や
シ
ュ
ジ
ュ
モ
フ
に
よ
る
ギ
ル
ド
史
料

　
　
⑦

の
刊
行
に
よ
っ
て
、
ギ
ル
ド
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
ギ
ル
ド
と
市
民
の
政
治

的
活
動
と
い
う
視
角
が
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
や
ヴ
リ
ュ
ナ
ニ
ス
ω
「
＜
曙
。
巳
ω
に

よ
っ
て
採
ら
れ
た
。
か
つ
て
都
市
研
究
の
先
駆
を
な
し
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
ギ
ル
ド
に
関
心
を
寄
せ
、
次
々
と
論
文
を
発

表
し
た
。
彼
の
考
え
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
一
世
紀
に
は
ギ

ル
ド
に
組
織
さ
れ
た
市
民
の
政
治
的
活
動
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
活
動

は
当
時
支
配
権
力
を
握
っ
て
い
た
官
職
貴
族
が
、
反
対
す
る
属
州
の
軍
事
貴

族
を
抑
え
、
自
己
の
政
権
を
維
持
す
る
た
め
に
行
な
っ
た
と
こ
ろ
の
、
首
都

の
商
工
業
市
民
へ
の
譲
歩
盟
保
護
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
西
欧
と
は
異
な
り
、

ビ
ザ
ソ
ツ
の
ギ
ル
ド
は
商
工
業
者
の
利
益
を
守
る
た
め
に
作
ら
れ
た
自
治
組

織
で
は
な
く
、
国
家
の
利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
、
そ
の
統
制
下
に
お
か
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
離
州
の
軍
事
貴
族
（
大
封
建
領
主
）
が
政
権
を

奪
取
す
る
や
（
一
〇
八
一
年
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
成
立
）
、
ギ
ル
ド
は
国
家
の

保
護
を
失
な
い
解
体
す
る
。
首
都
の
商
工
業
者
を
危
険
視
し
た
コ
ム
ネ
ノ
ス

朝
は
イ
タ
リ
ア
商
人
に
特
権
を
与
え
、
国
家
に
よ
る
商
工
業
へ
の
保
護
・
統

制
政
策
を
放
棄
す
る
。
か
く
し
て
一
一
世
紀
宋
に
は
ギ
ル
ド
は
消
滅
し
、
市

民
の
政
治
的
な
活
動
も
姿
を
消
し
た
。

　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
は
一
一
世
紀
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
。
フ
ル
市
畏
は
主
体

的
な
活
動
を
す
る
力
を
未
だ
も
た
ず
、
彼
ら
の
団
体
組
織
も
何
ら
自
治
的
様

相
を
も
た
な
い
、
い
わ
ぼ
上
か
ら
作
ら
れ
統
制
さ
れ
た
機
関
と
考
え
た
（
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
彼
は
市
民
層
が
帝
国
の
政
策
を
左
右
す
る
力
を
も
つ
の

は
一
四
世
紀
か
ら
と
す
る
）
。
封
建
貴
族
聞
の
抗
争
の
枠
内
に
そ
の
動
き
は

限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
点
、
先
の
テ
ィ
フ
チ
ェ
フ
と
基
本
的
に
同
じ

立
場
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
一
一
世
紀
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
の
商
エ
業
ギ
ル
ド
に
里
心
し
な
が
ら
も
、
対
照
的
な
結
論
に
達
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
の
が
ヴ
リ
ュ
オ
ニ
ス
で
あ
る
。
彼
は
西
欧
や
イ
ス
ラ
ム
の
中
世
都
市
に
お
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い
て
商
工
業
者
が
そ
の
経
済
組
織
ギ
ル
ド
を
通
じ
て
政
治
的
活
動
を
活
発
に

行
な
っ
て
い
る
点
に
着
属
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
に
も
類
似
の
現
象
が
み
ら
れ

る
は
ず
だ
と
考
え
る
。
こ
の
視
角
に
は
第
一
章
で
紹
介
し
た
ロ
ム
バ
ー
ル
や

カ
ー
エ
ソ
の
研
究
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
彼
は
一
一
撚
紀

ま
で
の
ギ
ル
ド
制
度
を
概
観
し
、
そ
れ
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
政

治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
の
力
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
、
ギ
ル
ド
の

組
織
、
富
、
地
理
的
位
置
、
対
国
家
義
務
な
ど
か
ら
結
論
す
る
。
そ
の
際
彼

は
か
っ
て
ロ
ペ
ス
や
ラ
ソ
シ
マ
ソ
が
帝
国
ギ
ル
ド
R
皇
帝
直
属
の
作
業
場
の

労
働
者
の
団
体
と
み
な
し
て
い
た
翌
ミ
q
§
q
鉢
養
餐
が
実
は
自
由
な
小
笹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

営
者
た
ち
の
ギ
ル
ド
で
あ
る
こ
と
を
史
料
か
ら
確
か
め
て
い
る
。
続
い
て
一

一
世
紀
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
騒
乱
を
順
次
分
析
し
て
、
帝
位
の
交

代
に
市
民
の
蜂
起
が
し
ば
し
ば
決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
布
民
の
政
治
的
活
動
が
一
一
世
紀
の
政
治
動
向
を
規
定
す
る
一

要
因
と
な
り
え
た
の
は
、
文
官
派
と
軍
事
派
と
い
う
貴
族
間
の
対
立
の
他
に
、

ギ
ル
ド
の
経
済
力
と
組
織
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
ギ
ル
ド
に
組
織
さ

れ
た
市
民
層
の
力
を
高
く
評
価
す
る
の
が
ヴ
リ
ュ
オ
ニ
ス
で
あ
る
。
た
だ
彼

は
一
一
世
紀
に
活
発
な
動
き
を
み
せ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
市
民
が

コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
成
立
後
、
完
全
に
沈
黙
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
特
に
考
察
を

加
え
て
は
い
な
い
。
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
成
立
農
「
封
建
制
」
の
確
立
と
市
民

・
市
民
闘
争
の
関
連
は
こ
こ
で
は
問
題
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
ギ
ル
ド
に
着
耀
し
た
ヴ
リ
ュ
オ
ニ
ス
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
視
角
か
ら
、

彼
と
同
じ
く
＝
世
紀
ビ
ザ
ソ
ツ
政
治
に
お
け
る
市
民
の
役
割
を
高
く
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
る
の
は
西
独
の
ベ
ッ
ク
ロ
．
9
b
ゴ
。
畠
で
あ
る
。
彼
の
主
要
な
関
心
は
国

難
史
に
あ
り
、
市
民
の
聞
題
も
、
通
例
皇
帝
の
専
制
政
治
が
強
調
さ
れ
る
ビ

ザ
ソ
ツ
帝
国
に
お
い
て
、
首
都
の
民
衆
く
。
貯
が
占
め
た
国
魂
的
位
置
は
如

何
と
い
う
形
で
問
わ
れ
る
。
ペ
ッ
ク
は
首
都
の
民
衆
が
、
皇
帝
の
選
出
・
廃

位
に
関
し
て
元
老
院
と
並
ん
で
国
制
上
の
機
関
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
を
述

べ
、
と
り
わ
け
こ
の
一
一
世
紀
に
お
け
る
民
衆
の
政
治
的
な
力
の
大
き
さ
を

認
め
た
。
彼
は
帝
醐
の
首
都
、
大
都
市
と
し
て
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
の
特
殊
性
を
前
面
に
押
し
だ
し
て
い
る
。
首
都
の
民
衆
の
政
治
的
な
力

の
大
き
さ
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
と
り
わ
け
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
特

有
の
。
。
0
9
曵
難
◎
ぴ
田
畠
の
大
き
さ
、
伝
統
的
な
象
遠
奮
誉
§
理
念
に
負

う
と
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
、
そ
の
間
に
多
く
の
階
層
を
認
め
つ
つ
も
、
全
体
と

し
て
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
民
衆
を
措
定
し
て
い
る
。
加
え
て
一
一

世
紀
に
特
有
の
要
因
と
し
て
こ
の
期
の
平
和
と
民
衆
の
経
済
力
の
向
上
を
挙

げ
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
成
立
以
降
、
着
帯
の
民
衆
が
突
然
力
を

失
な
い
、
百
年
の
沈
黙
の
時
代
に
入
る
点
に
つ
い
て
も
ペ
ッ
ク
は
関
心
を
示

し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
と
同
じ
く
、
属
州
の
軍
事
貴
族
コ
ム
ネ
ノ
ス
家

の
皇
帝
た
ち
が
彼
ら
を
政
治
か
ら
遠
ざ
け
た
こ
と
、
イ
タ
リ
ア
都
市
へ
の
商

業
特
権
の
付
与
が
コ
ソ
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
…
プ
ル
の
商
工
業
に
大
打
撃
を
与
え
、
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民
衆
の
経
済
力
が
低
下
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
民
衆
の
後
退
の
一
因
と

し
て
、
一
一
世
紀
の
首
都
の
昆
衆
の
運
動
が
そ
の
上
層
部
の
元
老
院
貴
族
化

と
い
う
形
で
「
勝
利
」
を
得
た
た
め
に
、
彼
ら
の
一
体
性
が
損
わ
れ
、
指
導

者
を
失
な
っ
た
民
衆
の
弱
体
化
を
き
た
し
た
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
封

建
制
」
を
直
接
対
象
と
し
な
い
ペ
ッ
ク
の
国
画
史
的
視
角
か
ら
も
、
コ
ム
ネ

ノ
ス
朝
の
成
立
は
大
き
な
転
換
期
と
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
ア
リ
ス
ト
ク

ラ
テ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ
」
の
進
行
と
・
・
o
。
芭
ヨ
。
び
葭
受
の
減
少
の
問
題
は
、

「
民
衆
」
と
「
封
建
制
」
の
関
連
の
中
で
興
味
あ
る
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
。

　
六
〇
年
代
の
前
半
に
は
「
封
建
制
」
論
争
の
影
響
も
受
け
て
、
一
一
世
紀

に
お
け
る
市
民
の
政
治
的
活
動
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
市
民
層
の

動
向
が
帝
国
の
封
建
化
と
ど
う
関
連
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
　
「
封
建
制
」

論
争
の
天
折
も
あ
っ
て
、
充
分
に
論
じ
ら
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
一
九
六

六
年
の
第
＝
二
回
国
際
ビ
ザ
ソ
ツ
学
会
は
、
学
界
動
向
を
反
映
し
て
＝
世

紀
の
国
内
問
題
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
の
、
討
論
は
深
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
一
連
の
報
告
の
中
で
ス
ヴ
ォ
ロ
ノ
ス
の
農
村
と
都
市
の
社
会
構
造
を

　
　
　
　
　
⑫

扱
っ
た
報
告
は
、
都
市
に
関
し
て
は
、
前
回
の
国
際
学
会
以
降
の
研
究
動
向

を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

一
一
世
紀
に
は
商
工
業
の
発
展
と
と
も
に
中
産
の
商
工
業
老
が
一
般
の
都
市

大
衆
と
は
区
別
さ
れ
た
㎝
つ
の
社
会
層
と
し
て
確
立
し
て
く
る
。
彼
ら
は
み

ず
か
ら
の
団
体
組
織
を
も
ち
、
貴
族
と
対
立
し
つ
つ
、
帝
国
の
政
治
に
関
与

し
始
め
る
。
彼
ら
は
歓
呼
に
よ
り
皇
帝
を
承
認
す
る
集
会
に
参
加
し
、
彼

ら
の
一
部
は
元
老
院
の
メ
ン
バ
…
に
な
り
、
高
位
の
爵
位
を
得
る
程
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
ス
ヴ
ォ
ロ
ノ
ス
は
商
工
業
者
を
帝
国
の
政
治
の
中
に
次
の
よ
う

に
位
置
づ
け
た
。
こ
の
時
代
の
諸
皇
帝
は
貴
族
を
抑
え
、
集
権
的
国
家
体
制

を
強
化
す
る
た
め
に
こ
の
階
層
を
用
い
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
商
工
業
者
の

成
長
は
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
不
充
分
で
あ
っ
て
、
貴
族
の
自
立
の
傾
向

に
対
す
る
、
国
家
構
造
の
変
換
蹉
集
権
化
の
試
み
の
失
敗
の
一
因
と
も
な
っ

た
。　

か
つ
て
反
「
封
建
制
」
論
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ス
ヴ
ォ
ロ
ノ
ス
の

こ
の
報
告
は
、
彼
が
帝
国
の
封
建
化
を
認
め
る
立
場
に
移
っ
た
か
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
彼
が
国
家
構
造
の
変
換
等
々
を
論
じ
る
時
、
主
と

し
て
軍
制
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
地
方
軍
中
心
の
テ
マ
体

制
（
中
期
）
か
ら
中
央
軍
タ
グ
マ
タ
の
強
化
を
は
か
る
一
一
世
紀
諸
皇
帝
の

政
策
と
そ
の
失
敗
、
再
び
テ
マ
体
制
に
似
た
軍
事
体
制
（
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

期
）
　
へ
と
い
う
ア
ー
ル
ワ
イ
ラ
ー
頃
・
Ω
－
》
ξ
ぞ
亀
霞
の
説
を
採
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ス
ヴ
ォ
p
ノ
ス
は
こ
の
よ
う
な
体
制
転
換
の
試
み

の
失
敗
の
原
因
と
し
て
、
封
建
化
よ
り
も
何
よ
り
も
こ
の
時
期
の
人
口
減
に

注
目
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
人
口
論
か
ら
こ
の
時
期
の
危
機
・
体
制

転
換
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
視
角
は
、
「
封
建
制
」
論
争
の
不
毛
な
概
念
論
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争
党
服
の
道
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
が
、
信
頼
す
べ
き
統
計
史

料
の
欠
知
な
ど
、
前
途
は
必
ず
し
も
闘
る
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

①
エ
．
0
5
．
コ
【
弓
葦
Φ
繋
器
国
噛
四
ω
．
』
§
§
貰
”
三
．
第
Ω
o
ω
δ
㍗
δ
し
コ
噂
鋭
顕
否
》
引
高
・

　
8
唱
g
＝
鳶
℃
＄
蓋
じ
ロ
匂
σ
蕊
釦
匿
↓
雪
ロ
一
く
一
×
＝
じ
・
じ
。
巳
．
噛
眺
駄
跨
ミ
※
N
幣
ら
§
㍗
寓

　
画
ミ
ミ
隷
ミ
画
§
ミ
縞
、
“
計
ミ
題
9
・
器
ミ
§
a
℃
日
。
諺
H
．
切
8
α
q
鑓
O
お
①
ρ
℃
や
目
－
蒔
軽
・

　
邦
訳
渡
辺
金
　
　
『
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
都
市
と
農
村
－
四
一
｝
二
世
紀
一
』
、

　
創
文
社
、
一
九
六
八
年
。

②
　
カ
ジ
ュ
ダ
ン
は
シ
ュ
ジ
ュ
モ
フ
の
前
章
注
⑧
の
研
究
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
こ

　
の
闘
争
が
雲
ソ
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
は
一
二
世
紀
宋
あ
る
程
度
の
成
果
を
収

　
め
た
と
指
摘
す
る
。
同
上
、
八
四
頁
。

③
凹
い
Φ
ヨ
Φ
紘
ρ
鼠
ミ
湧
§
寒
8
紙
誌
愚
恥
帖
ミ
ミ
§
§
§
N
・
8
0
日
H
・
℃
℃
・

　
N
刈
G
門
…
N
o
◎
鼻
．

④
這
亀
書
ミ
“
k
N
曽
も
§
讐
㍗
帖
噛
鼠
ミ
蓉
鮎
馬
§
ミ
層
円
。
ヨ
H
・
℃
や
帥
。
。
㎝
も
㊤
c
。
・
渡
辺

　
金
　
「
＝
一
回
蟹
際
ビ
ザ
ン
ツ
会
議
に
出
席
し
て
」
　
『
社
会
経
済
史
学
』
二
八
－

　
二
（
一
九
六
二
年
）
、
八
一
一
九
五
頁
。
と
く
に
八
九
－
九
一
頁
。

⑤
　
や
観
く
密
く
噛
．
ω
自
門
ω
影
写
ω
σ
団
鑓
暮
ぎ
。
自
・
呂
諸
×
H
。
－
区
踏
p
ω
δ
9
0
ω
．
・

　
♂
ミ
ミ
帖
§
ぴ
ミ
偽
ミ
画
ミ
噂
8
（
お
露
y
℃
℃
・
戸
a
山
。
。
b
。
・

⑥
蜘
嵐
魯
9
・
U
Φ
。
。
8
趨
。
屋
餓
言
ω
げ
鴇
霞
豊
旨
Φ
。
・
、
魑
b
ご
劉
b
。
b
⊇
（
お
興
）
「
℃
℃
・

　
ω
O
ド
ー
ω
O
ρ
死
後
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
書
か
れ
た
の
は
戦
前
で
あ
る
。

⑦
家
■
凶
■
Ω
O
ω
”
孚
δ
切
噛
ミ
捻
ミ
§
§
、
へ
§
§
§
Q
始
、
ミ
、
逢
”
三
〇
突
じ
。
P
お
①
b
。
・
ロ
シ

　
ア
語
版
の
新
版
。
米
田
治
泰
書
評
、
『
西
洋
史
学
』
六
一
（
一
九
穴
四
年
）
、
五
九

　
－
六
一
頁
。

⑧
関
野
弓
a
ω
”
、
U
．
騨
簿
。
睦
ざ
ω
営
Φ
鉱
頸
ω
帥
切
着
ρ
ロ
8
㎝
．
噂
切
勲
b
。
ω
（
這
①
b
っ
）
・

　
唱
や
N
。
。
H
凸
お
．
崔
¢
ヨ
こ
．
い
p
山
一
粥
霞
三
8
曾
ω
8
肖
℃
o
舜
試
g
ω
げ
養
碧
－

　
臨
ま
ω
・
嚇
は
ミ
跨
蝕
や
図
㎏
腎
8
躇
趨
。
。
“
9
§
§
a
画
＄
§
さ
8
0
ヨ
鴇
・
δ
O
野
℃
や
の
。
。
1

　
δ
H
■
冠
①
邑
‘
．
≧
o
×
冨
O
o
ヨ
畠
器
⑦
二
〇
℃
ユ
〈
出
£
o
ω
o
o
＃
o
器
ψ
帥
く
①
臨
ω
①
．
り

　
切
鈎
b
診
Φ
（
お
笛
◎
。
y
℃
や
嵩
も
ω
・

⑨
ψ
く
蔓
。
巳
ω
嚇
、
切
養
窪
焦
器
嶺
山
三
9
〈
で
》
誠
〉
鎗
μ
鳥
二
μ
。
α
q
二
譲
創
ず
ρ
昏
①

　
o
｝
Φ
＜
魯
夢
8
鼻
煽
蔓
”
、
b
O
掲
唱
（
お
①
ω
y
娼
や
国
Q
。
↓
1
ω
鼠
・

⑩
H
臨
血
こ
℃
や
ω
O
O
凸
O
ド

⑬
螢
Q
．
切
㊦
。
ぎ
．
閑
。
島
3
面
詰
℃
㊦
ド
N
講
ω
。
N
芭
α
q
①
ω
。
議
。
窪
Φ
①
一
一
。
周
｛
冠
嘗
－

　
旨
葺
。
冨
謬
①
集
。
冨
三
唱
㊤
鎧
艮
ω
自
得
・
層
き
磯
§
嚇
馬
ぎ
ぎ
N
ミ
ミ
註
防
轟
軌
避
㎝
。
。
つ
霧
㎝
Y

　
o
D
’
ド
H
諏
置
目
α
①
目
．
”
．
o
Q
o
昌
暮
鐸
田
偏
く
。
説
く
。
昌
丙
。
昌
簿
塾
西
町
。
℃
鉱
，
い
し
む
窺
黛
ミ
・

　
箆
ぎ
§
§
龍
“
ミ
ミ
鍔
鴇
壽
・
聖
焼
N
㍉
製
鴇
宍
馬
こ
敦
§
ミ
尉
二
軍
ミ
詩
ミ
黛
H
り
①
9
ベ
ッ

　
ク
の
業
績
全
般
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
金
一
「
ビ
ザ
ソ
ツ
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
と
社
会
的
現
実
l
H
・
G
・
ペ
ッ
ク
の
若
干
の
研
究
に
寄
せ
て
i
」
　
『
一
橋

　
論
叢
』
七
二
一
六
（
　
九
七
四
年
）
、
一
一
一
五
頁
。

⑫
客
。
り
く
。
税
§
o
p
．
ω
o
。
猿
菰
霧
。
贔
露
置
霧
δ
誤
納
線
量
δ
霞
Φ
量
諺
一
、
⑦
臼
，

　
娼
冒
。
げ
罵
霞
伴
冒
窪
メ
囲
。
ω
δ
。
｝
・
二
霧
嘆
冒
。
弓
窪
拷
や
円
。
げ
δ
ヨ
φ
。
，
．
・
℃
き
ミ
ミ
綱

　
§
触
ミ
駄
ぎ
§
ミ
§
§
さ
鰍
鵯
ミ
噛
§
職
§
ミ
O
§
恥
這
這
＆
導
讐
9
ミ
謹
碕
ミ
ミ
舞

　
§
慧
ξ
ミ
勲
○
臥
。
乙
層
お
①
ρ
℃
や
。
。
曵
で
。
。
Q
。
㊤
・

⑬
犀
O
望
猫
§
渉
げ
ヨ
皇
㊦
村
層
．
図
。
糞
垂
。
9
ω
・
・
舞
一
．
ρ
伽
巨
巳
。
。
け
目
註
呂
O
。

　
一
、
。
三
脚
器
σ
冒
二
戸
コ
窪
H
×
。
－
メ
囲
ゆ
ω
δ
9
。
ω
．
い
切
G
鎖
G
。
戯
（
お
8
y
℃
や
窄

　
嵩
ド〔榊

寛
O
音
｝
〕

　
一
一
世
紀
の
国
内
争
議
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
か
れ
た
第
一
三
回
国
際
ビ
ザ

ン
ツ
学
会
（
六
六
年
）
の
後
は
一
一
世
紀
へ
の
関
心
は
急
速
に
薄
れ
た
。
ソ

連
の
学
界
で
は
一
足
早
く
、
す
で
に
第
一
二
回
の
学
会
（
六
一
年
）
の
後
、

一
一
一
二
世
紀
を
対
象
と
す
る
「
都
市
・
市
民
」
研
究
は
ほ
と
ん
ど
影
を
ひ

そ
め
、
概
究
の
中
心
は
一
四
世
紀
に
お
か
れ
て
い
た
。
か
つ
て
フ
ラ
ン
チ
ェ
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ビザンツ「都市・箭民」研究の動向と諜題（井上）

ス
が
そ
こ
に
封
建
領
主
の
都
市
支
配
に
抗
し
つ
つ
、
政
治
的
主
体
と
し
て
の

商
エ
業
市
民
層
の
拾
頭
を
読
み
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
テ
サ
ロ
胴
締
の
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

蜂
起
肚
N
巳
。
富
づ
運
動
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
問
題
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
学
界
動
向
は
七
一
年
の
第
一
四
回
国
際
学
会
が
一
四
世
紀
を
共
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
た
こ
と
に
も
反
映
し
て
い
る
。
戦
後
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス

キ
ー
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
「
ビ
ザ
ソ
ツ
封
建
制
」
論
の
要
と
も
い

う
べ
き
、
転
換
期
一
一
世
紀
の
問
題
は
、
論
点
が
か
み
合
わ
な
い
ま
ま
放
置

さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
こ
の
時
期
の
市
民
層
の
位

置
づ
け
の
問
題
は
来
開
拓
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
豊
か
な
実
り
を
秘
め
た
ま
ま

眠
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
六
〇
年
代
宋
か
ら
七
〇
年
代
初
に
お
け
る
注
毒
す
べ
き
研
究
動
向
と
し
て
、

都
市
を
含
め
た
＝
i
二
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
経
済
の
動
向
を
、
従
来
と
は
異
な

っ
た
方
法
論
に
基
き
つ
つ
再
検
討
し
ょ
う
と
す
る
、
ビ
ビ
ク
ー
国
．
㌣
じ
d
や

玄
。
o
口
や
ヘ
ソ
デ
ィ
鼠
．
男
瓦
窪
α
団
の
業
績
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
彼
ら

は
「
封
建
制
」
と
い
う
概
念
を
ビ
ザ
ン
ツ
に
導
入
す
る
こ
と
に
反
薄
し
て
、

オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
ら
と
激
し
く
論
争
し
た
、
ル
メ
ル
ル
、
ス
ヴ
ォ
ロ
ノ

ス
ら
と
基
本
的
に
は
同
じ
反
「
封
建
制
」
論
の
立
場
に
立
つ
よ
う
に
思
え
る
。

し
か
し
彼
ら
に
あ
っ
て
は
も
は
や
か
つ
て
の
「
封
建
制
」
論
争
の
影
は
な
い
。

概
念
論
争
を
避
け
、
緻
密
な
実
証
研
究
に
専
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ビ

ビ
ク
ー
は
人
口
論
を
中
心
と
し
て
一
一
世
紀
ビ
ザ
ソ
ツ
経
済
の
動
向
を
分
析

し
、
か
つ
そ
れ
を
地
中
海
経
済
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
前
述
の
ロ
ム
バ
ー
ル
か
ら
連
な
る
》
づ
奉
ざ
ω
学
派
の
影
響
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
六
七
年
の
小
論
文
で
そ
の
考
え
方
を
提
示
し
た
彼

女
は
、
七
二
年
に
は
〉
毒
巴
＄
誌
上
に
お
い
て
一
層
詳
細
な
、
商
業
・
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

市
経
済
を
中
心
と
し
た
＝
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
経
済
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
彼

女
は
一
一
世
紀
の
顕
著
な
人
口
減
少
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
ビ
ザ
ソ
ツ
経
済
全

般
の
後
退
を
示
す
も
の
と
し
た
。
ヘ
ソ
デ
ィ
も
同
じ
く
一
一
一
二
世
紀
の
経

済
動
向
の
再
検
討
を
試
み
た
研
究
者
で
あ
る
が
、
彼
は
貨
幣
研
究
か
ら
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

問
題
に
と
り
組
ん
だ
。
六
八
年
に
鋳
貨
・
通
貨
に
関
す
る
大
著
を
世
に
送
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
彼
は
、
そ
の
成
果
に
基
い
て
七
〇
年
に
は
ビ
ザ
ソ
ツ
経
済
再
評
価
の
論
文

を
著
わ
し
た
。
彼
は
コ
ム
ネ
ノ
ス
画
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
経
済
に
つ
い
て
、
イ
タ

リ
ア
都
市
へ
の
商
業
特
権
の
付
与
が
帝
国
の
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た

と
い
う
従
来
の
通
説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
彼
の
主
張
は
出
土
貨
幣
の
分

析
に
基
く
ゆ
え
に
か
な
り
の
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
な
お
不
確
定

の
要
素
を
含
み
っ
つ
も
、
ビ
ビ
ク
ー
や
ヘ
ソ
デ
ィ
の
実
証
的
研
究
は
、
六
〇

年
代
半
に
ヴ
リ
ュ
オ
ニ
ス
や
ペ
ッ
ク
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
第
＝
二
回
の
国
際

学
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
結
論
が
前
提
と
し
て
い
た
、
一
一
世
紀
に
お
け
る
都

市
経
済
の
発
展
と
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
成
立
後
の
そ
の
衰
退
と
い
う
ビ
ザ
ソ
ツ
経

済
史
の
通
説
に
対
し
て
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
た
と
い
え
よ
う
。
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ビ
ザ
ン
ツ
社
会
発
展
の
普
遍
性
と
特
殊
性
の
解
明
の
た
め
に
、
西
欧
中
世

都
市
研
究
か
ら
学
び
つ
つ
、
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
に
お
け
る
「
都
市
・
市
罠
」
の

あ
り
方
、
都
市
と
農
村
の
関
係
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
分
ち
が
た
く
結
び
つ
い

た
と
こ
ろ
の
「
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
」
の
特
殊
性
、
国
家
の
あ
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
筆
老
は
考
え
て
い
る
。
　
「
都

市
・
市
民
」
研
究
史
を
明
か
っ
た
本
稿
の
結
び
と
し
て
、
こ
の
課
題
に
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
と
り
組
め
ば
よ
い
の
か
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
先
に
筆
者
は
一
一
世
紀
の
ビ
ザ
ソ
ツ
政
治
史
を
扱
っ
た
論
文
に
お
い
て
、

有
力
貴
族
と
皇
帝
権
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
一
〇
八
一
年
の
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝

の
成
立
を
封
建
貴
族
間
の
権
力
闘
争
の
終
結
と
連
合
支
配
体
制
の
樹
立
の
画

期
と
と
ら
え
た
。
し
か
し
そ
こ
で
は
霜
露
貴
族
と
そ
の
支
配
下
の
農
民
と
の

関
係
、
商
工
業
帯
民
層
の
動
向
が
、
ど
れ
程
こ
の
過
程
に
反
映
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に

関
し
て
は
史
料
酌
制
約
が
大
き
く
、
と
り
わ
け
前
者
に
つ
い
て
そ
の
解
明
は

至
難
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
点
は
封
建
貴
族
間
の
権
力
闘
争
か
ら
連
合

支
配
へ
の
転
換
を
促
進
し
た
要
因
の
一
つ
と
想
定
で
き
る
。
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝

1
1
封
建
国
家
体
制
の
確
立
の
問
題
は
、
貴
族
間
の
権
力
闘
争
、
外
圧
に
よ
る

帝
国
の
危
機
の
み
か
ら
は
考
え
ら
れ
ず
、
内
部
に
か
か
え
て
い
た
問
題
、
と

り
わ
け
明
確
な
姿
を
と
っ
た
「
市
民
闘
争
」
と
の
関
係
か
ら
も
と
ら
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
市
民
闘
争
は
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
成
立
の
単
な
る
㎝
要

因
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
支
配
体
制
を
規
定
す
る

要
因
と
し
て
、
そ
れ
が
支
配
構
造
に
残
し
た
だ
ろ
う
刻
印
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
成
立
に
対
し
て
市
民
闘
争

は
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
、
一
一
枇
紀
に
繰
り
返
さ
れ
た
市
民
の
政
治

的
活
動
、
蜂
起
の
後
に
成
立
し
た
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
は
市
民
層
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
た
っ
て
そ
の
支
配
体
制
を
構
築
し
た
の
か
、
問
題
は
こ
の
よ
う
に
立

て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
一
一
世
紀
の
一
連
の
「
市
民
闘
争
」
の
形
態
、
組
織
、
参
加
者
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
、
要
求
、
結
果
を
解
明
し
、
闘
争
の
歴
史
的
性
格
を
全
体
と
し
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
成
立
、
そ

の
支
配
構
造
の
特
質
を
「
都
市
・
市
民
」
の
側
蔚
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く

に
は
、
こ
の
作
業
は
不
可
欠
で
あ
る
。
と
り
わ
け
第
一
に
、
主
体
的
に
闘
争

を
担
っ
た
社
会
層
の
解
明
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
六
〇
年
代

の
諸
研
究
に
お
い
て
も
見
識
は
様
々
で
あ
っ
た
。
元
老
院
を
中
心
と
す
る
文

官
貴
族
の
指
導
（
そ
れ
ゆ
え
真
の
市
民
層
の
運
動
で
は
な
い
）
と
す
る
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
、
ギ
ル
ド
に
組
織
さ
れ
た
商
工
業
市
民
と
す
る
ヴ
リ
ュ
オ
ニ
ス

（
ス
ヴ
ォ
ロ
ノ
ス
も
こ
の
見
解
に
近
い
）
、
伝
統
里
国
制
理
念
に
基
づ
く
首

都
民
衆
全
体
と
す
る
ペ
ッ
ク
な
ど
の
見
解
が
分
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
す
で

に
み
た
よ
う
に
＝
世
紀
の
民
衆
の
運
動
の
性
格
は
一
面
的
に
は
と
ら
え
き

れ
な
い
複
雑
さ
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
歴
史
的
性
格
の
解
明
の
第
一
歩
と
し
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ビザンツ「都市・市昆」研究の動向と課題（井上）

て
社
会
層
の
問
題
を
と
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
こ
の
よ
う
な
社
会

層
の
性
格
、
成
熟
度
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
近
年
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
の

期
の
経
済
動
向
の
再
検
討
の
成
果
も
ま
た
積
極
的
に
摂
取
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
第
二
に
闘
争
の
結
果
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
が
大
切
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
成
立
以
降
は
市
民
層
の
政
治
的
活

動
は
完
全
に
絶
え
る
。
こ
の
こ
と
は
一
般
に
イ
タ
リ
ア
商
人
へ
の
商
業
特
権

付
与
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
政
策
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
帯
民
層
の
未
熱
さ
、
「
市
民
闘
争
」
の
「
敗
北
」
と
い
う
結
論
を
引
き

だ
す
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
し
か
し
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
諸
皇
帝
が
国
庫
の
利
益
を

そ
こ
な
っ
て
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
都
市
に
特
権
を
与
え
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
特
権
付
与
は
南
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ル
マ
ソ
人
と
の
対
抗
上
、
イ
タ
リ

ア
都
市
か
ら
艦
隊
援
助
を
あ
お
ぐ
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
を
帝
位
に
つ
け
た
筑
州
の
封
建
領
主
層
の
利
害
の
反
映

で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
層
の
勢
力
を
削
ぐ
と
い

う
意
味
も
も
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ラ
テ
ン
人
（
と
く
に
イ
タ
リ
ア

商
人
）
と
結
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
支
配
構
造
の

特
質
は
、
一
一
世
紀
「
市
民
闘
争
」
の
残
し
た
大
き
な
遺
産
で
は
な
か
っ
た

か
。
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
末
期
に
は
再
び
市
民
の
激
し
い
蜂
起
が
生
じ
る
。
コ
ム

ネ
ノ
ス
朝
を
打
倒
し
、
つ
い
に
は
帝
国
の
解
体
を
引
き
お
こ
す
一
要
因
と
な

っ
た
こ
の
＝
一
世
紀
末
の
「
市
罠
闘
争
」
は
、
反
ラ
テ
ン
人
と
い
う
性
格
を

前
面
に
押
し
だ
し
て
、
一
一
世
紀
の
も
の
以
上
の
深
さ
と
広
が
り
を
も
っ
て

い
た
（
農
民
・
漁
民
と
の
連
合
す
ら
認
め
う
る
）
が
、
そ
れ
も
コ
ム
ネ
ノ
ス

朝
の
支
配
構
造
の
特
質
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
コ
ム
ネ
ノ

ス
朝
の
成
立
も
決
し
て
一
一
世
紀
の
一
連
の
運
動
の
全
面
的
な
否
定
で
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
同
時
に
筆
者
は
次
の
点
に
も
注
目
し
た
い
と
思
う
。

そ
れ
は
＝
世
紀
後
半
か
ら
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
成
立
期
に
か
け
て
生
じ
た
市
民

の
上
層
部
の
元
老
院
貴
族
化
の
現
象
で
あ
る
。
ペ
ッ
ク
は
こ
れ
を
く
。
節
の

一
体
性
の
喪
失
、
指
導
者
の
脱
落
と
し
て
く
。
陣
の
政
治
的
活
動
の
衰
退
の

原
因
と
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
に
お
い
て
も
一
一
世
紀
の
「
市
民
闘
争
」

が
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
支
配
体
制
の
中
に
ど
う
い
う
形
で
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く

の
か
と
い
う
視
点
を
必
要
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
学
説
史
を
整
理
し
、
　
「
都
市
・
市
民
」
の
問
題
を
投
射
し
て
「
ビ

ザ
ソ
ツ
封
建
制
」
像
を
一
層
豊
か
に
描
く
と
い
う
課
題
へ
の
筆
者
な
り
の
出

発
点
を
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
実
証
的
な
解

明
に
つ
い
て
は
稿
を
新
た
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
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